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新川圏域河川整備計画（変更）について

 現河川整備計画では、新川と大山川の洪水調節のため、大山川(約3.9km付近)に
「洪水調節池」の整備を位置付けていた。

 当初は、県営名古屋空港未利用地を候補地としていたが、その後未利用地の開

発が進んだため、代替地を検討し、もともとの洪水調節機能を２箇所に分散して

 「大山川調節池
※1

」及び「大山川下流調節池
※2

」に変更するものである。

※1 大山川の洪水調節のため、大山川約3.3km付近に洪水調節池を整備する。

※2 新川の洪水調節のため、大山川約0.2km付近に洪水調節池を整備する。

＜語句＞

洪水調節池・・・下流の河道が洪水を流しきれない場合に、下流側の氾濫を防ぐため、河川に接

する土地の一部を堤防で囲み、その中に洪水の一部を一時的に貯める治水施

設。溜めた水は、水位が下がってから自然に排水される。
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１．新川圏域河川整備計画の概要
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新川圏域河川整備計画 概要

（H19.10.30作成）

河川 計画規模

新川全川（0.0K～久地野) W=1/30
五条川（青木川合流点より下流）

五条川（青木川合流点より上流） W=1/10
その他支川

●新川

堤防耐震

●薬師川

河道拡幅、築堤

●中江川調節池（Ｒ２．７供用）

●地蔵川排水機場

新川圏域河川整備計画 整備箇所
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２．新川圏域河川整備計画の変更
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4.2 大山川調節池の検討

１）現河川整備計画（大山川）の内容

河川名

工事施工

対象区間

主な工事内容

大山川

約0.0km～約1.2km 河床掘削、築堤

右岸中堤撤去（合瀬川併走部）

約14.0km～約14.3km 河床掘削、河道拡幅、築堤

約3.9km付近 大山川調節池

大山川 計画流量配分図

新川圏域河川整備計画 工事箇所（抜粋）

・大山川の洪水調節に加え、新川の洪水ピーク流量の低減も目的としている。

・規模が大きい（約15万ｍ３）こと、候補地（空港未利用地）が利用できなくなったこと

等から、これまで未着手であった。

大山川調節池



6

・愛知県は大規模災害時に全国からの支援を受け入れ、県内の被災地に人員や物資

を供給する後方支援を担う防災拠点を整備することとしている。

防災拠点 予定地

２）愛知県基幹的広域防災拠点 新規整備方針

【基本方針】

○「空港・高速道路」のダブルアクセス性を確保 ○愛知県・名古屋市の「消防学校を統合」

○中核施設として「24時間危機管理体制」を確保 ○「緊急支援物資」の備蓄と中継・分配機能を確保

○「支援要員」のベースキャンプ機能を確保 ○中部圏の「基幹的な拠点」としても貢献

※支援要員：自衛隊、警察、消防、TEC-FORCE、DMATなど
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 「愛知県基幹的広域防災拠点」と連携して、大山川調節

池整備を行うこととする。

 新川と大山川の洪水調節を目的とした大山川調節池

（現計画）を、大山川の洪水調節のみとし、規模を変更

する。

 新川の洪水調節を目的とした新たな調節池を、新川と

大山川の合流点に位置する三角地に整備する。

 上記をふまえ、整備計画を変更し、『大山川調節池（変

更）』と『大山川下流調節池（新規）』を計画に位置づけ

る。

３）変更概要

愛知県名古屋市北区楠町大字喜惣治新田字中島

大山川調節池

（規模を変更）

大山川の洪水調節

大山川W=1/10：22m3/s
約8万m3

地下構造

約37億円

施設名 大山川調節池

目的 新川、大山川の洪水調節

洪水調節量 大山川W=1/10：27m3/s
（新川W=1/30：20m3/s)

容量 約15万m3

構造形式 地下構造

概算事業費 約92億円

大山川下流調節池

（新たに設置）

新川の洪水調節

新川W=1/30：20m3/s
約16万m3

オープン構造

約12億円

○現計画 ○変更計画

大山川調節池

大山川下流調節池
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・調節池によりピーク流量を約22m3/sカットし、河道流下量を360m3/sとすることで、

大山川の年超過確率1/10による洪水をHWL以下で安全に流下させる。

◆大山川調節池（変更）

イメージ（他写真）

地下方式 調節池 イメージ

大山川洪水調節池 位置図（案） 大山川調節池 洪水調節計算ハイドログラフ

大山川調節池 断面図（案） (A-A’)

約22m3/s

A

A’

越流計算 イメージ

国
道41

号
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・調節池によりピーク流量を約20m3/sカットし、新川の河道流下量を減少させることで、

新川の年超過確率1/30による洪水をHWL以下で安全に流下させる。

◆大山川下流調節池（新規）

大山川下流調節池 位置図（案） 大山川下流調節池 洪水調節計算ハイドログラフ

大山川下流調節池 断面図（案）

オープン方式 調節池 イメージ

【参考】中江川調節池

約20m3/s
合瀬川

大山川

新川

国
道41

号

大山川下流調節池
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 新川圏域河川計画の変更原案

現計画
変更計画

河川名

工事施工

対象区間

主な工事内容

大山川

約0.0km～

約1.2km
河床掘削、築堤

右岸中堤撤去（合瀬川併走部）

約14.0km～

約14.3km 河床掘削、河道拡幅、築堤

約3.9km付近 大山川調節池

河川名

工事施工

対象区間

主な工事内容

大山川

約0.0km～

約1.2km
河床掘削、築堤

右岸中堤撤去（合瀬川併走部）

約14.0km～

約14.3km 河床掘削、河道拡幅、築堤

約0.2km付近

約3.3km付近

大山川下流調節池

大山川調節池

20※

※は新川に対するカット量を示す
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 河川整備計画の費用対効果

・新川圏域の河川整備や維持管理に要する総費用（C）と、事業の実施によりもたらされる

総便益（Ｂ）から算出される費用便益比は１．２８となる。

・費用便益比が１．０以上であるため事業の妥当性があると言える。

費用便益比： １．２８＝

＞1.0・・・・・事業の妥当性あり

現計画の

費用便益比＝

１．２５

B=２０３２億円

C=１６２８億円

総便益 B=２０３１億円

総費用 C=１５８９億円

※算定方法：治水経済調査マニュアル（案）（国土交通省河川局H17.4）による。

※総便益の減は、総費用減に伴う残存価値の減によるもの。

洪水対策（大山川調節池、大山川下流調節池整備） 事業費：約49億円

※総事業費は現時点における想定の施設に対するものであり、今後の詳細な調査・検討・設計等により変更となる場合が

ある。



（１）周知方法

・インターネットを利用した意見募集を行う。

・募集期間は、ウェブサイト掲載後、３週間の期間を設ける。

（２）掲載場所

・愛知県河川課ウェブサイト（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/）の「新着情報」

及び「イベント・講座・募集」に掲載する。

・「愛知県河川整備計画流域委員会」のウェブサイト（http://www.aichi-river.jp/）に意見

募集案内を掲載し、愛知県河川課ウェブサイトへのリンクを載せる。

（３）掲載内容

・計画変更の説明については、流域委員会資料を掲載する。

・「意見シート(Word)」を貼る。

（４）意見回収方法

・「意見シート」をダウンロードしていただき、郵送,FAX,電子メールのいずれかの方法で

、愛知県河川課まで提出する。

（５）意見に対する回答

・提出された意見に対しては、個別には回答せず、意見の取りまとめ概要を愛知県河川

課ウェブサイトに掲載する。

■住民等意見の把握について


